
1

牽
埠

史
卑
富

讐

鵬

昭

和
十
年

十
月
凌

行

肯
･超
の
北
方
進
展
-
山
川
の
祭
鹿

森

鹿

三

序

北
方
よ
-
南
下
す
る
低
度
文
化
局
の
勢
力
と
抗
争
す
る
こ
と
は
､
黄
河
流
域
に
定
着
せ
る
農
耕
民
族
に
櫓
は
さ
れ
た
歴
史
的
運
命
で
あ

る
｡
今
'
地
域
に
於
い
て
は
主
と
し
て
山
西
を
探
-
'
時
代
に
於
い
て
は
ほ
ゞ
春
秋
戦
国
期
に
限
っ
て
'
此
南
北
両
勢
力
の
滑
長
を
考
餐

す
る
に
'
そ
の
現
象
は
'
ほ
ゞ

｢
晋

･
題
の
北
方
進
展
｣
と
い
ふ
結
果
に
な
う
て
ゐ
る
.

山
西
省
は
周
知
の
如
-
'
北
は
外
長
城
'
束
及
び
東
南
は
太
行
山
脈
'
西
及
び
南
は
黄
河
を
以
て
限
ら
れ
た
高
原
で
あ
る
｡
而
し
て
北

棟
緩
速
省
に
'
束
は
察
恰
爾
'
河
北
両
省
に
'
東
南
よ
-
南
に
か
け
て
は
河
南
省
に
'
西
は
駅
西
省
に
隣
接
し
て
ゐ
る
.
長
城
は
人
工
と

ナチユ
ラ
ル
●バウ
ンダ
リー

は
い
へ
'
天
険
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
山
西
省
は
全
-

｢

自

然

の

境

界

｣

に
よ
っ
て
慣
劃
せ
ら
れ
た
'
纏
-
の
よ
い
地
域
で

あ
る
｡
現
在
閣
錫
山
が
此
地
に
於
い
て
政
治

･
経
済
の
統
制
を
強
行
し
得
て
ゐ
る
の
は
'
こ
の
自
然
的
地
理
的
保
件
に
負
ふ
所
が
砂
-
な

い
と
考
へ
る
.
扱
'
こ
の
山
西
高
原
に
は
北
に
大
同
盆
地
あ
り
'
中
央
に
太
原
盆
地
あ
-
'
南
に
平
陽
及
び
蒲
州
平
地
あ
-
'
之
等
を
中

心
に
し
て
'
北

･
中

･
南
の
三
区
域
に
分
つ
こ
と
が
能
る
.
民
国
の
初
に
は
'
こ
の
三
尾
域
を
夫
々
雁
門
遭
､巽
寧
道
､及
び
河
東
道
と
栴



a

し
た
.
之
J里
剛
清
末
の
置
分
で
云
へ
ば
､
雁
門
道
は
大
同

･
朔
平

･
寧
武
の
7二
府
'
防
州

･
代
州

･
保
徳
の
三
直
隷
州
に
､
賀
寧
道
は
太

原

･
扮
州
･
騎
安

･
浮
州
の
四
府
'
遼
州

･
沌
州

･
平
定
の
三
直
寿
州
に
､
河
東
道
は
平
陽

･
蒲
州
の
二
府
'
解
州

･
緯
州

･
寄
州

･
隠

州
の
四
直
蘇
州
に
相
雷
し
て
ゐ
る
｡
遠
-
遡
っ
て
前
漠
の
郡
国
制
に
伏
接
し
て
考

へ
る
と
'
雁
門
道
は
雁
門
郡
及
び
代

･
史
嚢
粥
郡
の
一

部
で
あ
-
'
巽
寧
道
は
太
原

･
上
真
南
郡
で
あ
-
'
河
東
道
は
河
東
郡
に
常
っ
て
ゐ
る
.

①

山
西
の
地
を
遺
物
遺
跡
の
方
面
か
ら
観
察
す
る
に
､
蒲
州
平
地
の
東
北
･聞
菩
願
を
中
心
と
す
る
地
方
､
詳
言
せ
ば
'
夏
願
西
陰
村
或
は

㊤

寓
泉
願
荊
村
等
'
疎
水
扮
水
流
域
の
基
地
経
過
部
に
於
い
て
彩
色
土
器
を
包
含
す
る
新
石
器
時
代
の
遺
跡
が
畿
見
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

彩
色

◎

土
裕
は
'
碓
釆
西
は
甘
帝
省
よ
-
'
河
南
を
経
て
東
は
熱
河

に
至
る
'
地
域
に
於
い
て
哉
見
せ
ら
れ
て
居
-
'
中
原
文
化
の
1
梗
織
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
'
夏
願

･
寓
泉
願
の
地
域
は
新
石
器
時
代
に
於
い
て
中
原
文
化
圏
内
に
在
っ
た
と
栴
す
る
こ
と
が
能
る
.
次
に
太
腹

④

㊥

盆
地
の
太
谷
願
'
文
水
願
'

太
原
願

に
於
い
て
豪
見
せ
ら
れ
た
新
石
器
時
代
の
遺
物
中
に
は
中
原
文
化
の
棟
識
で
あ
る
彩
色
土
器
を
含
有

し
て
ゐ
な
か
っ
た
｡
太
谷
願
に
於
い
て
は
赤
褐
色
の
磨
研
土
器
が
出
土
し
た
が
'
文
水
願
の
方
で
は
そ
れ
す
ら
な
-
'
惟
'
骨
器
'
石
器

及
び
粗
製
の
印
紋
上
界
を
存
す
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
ふ
.
赤
褐
色
の
磨
研
土
器
は
彩
色
土
器
と
同
じ
-
中
原
文
化
圏
を
指
示
す

る
も
の

で
あ
る
か
ら
､
聞
菩
願
地
方
よ
-
更
に
進
ん
で
太
原
盆
地
ま
で
も
そ
の
文
化
圏
内
に
在
っ
た
と
言
払
得
よ
う
0
中
原
文
化
の
北
限
は
更
に

◎

北
方
に
あ
る
か
ら

-
大
同
盆
地
に
於
い
て
中
原
文
化
の
1
標
識
で
あ
る
磨
製
石
斧
が
哉
硯
す
る

～
太
原
地
方
の
中
原
文
化
圏
内
に
有

る
こ
と
は
常
然
の
こ
と
で
あ
ら
う
｡
侍
此
の
外
に
漠
の
上
某
郡
の
地
で
あ
る
長
治
願
に
於
い
て
磨
石
器
文
化
の
遺
姓
が
硬
見
せ
ら
れ
た
と

⑦

い
ふ
.

北
方
の
細
石
器
に
封
す
る
南
方
文
化
の
槙
織
で
あ
る
磨
石
界
が
'
春
秋
中
期
ま
で
赤
秋
の
根
揚
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
於
い
て
も

肇
見
せ
ら
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
｡
他
方
常
に
南
下
の
傾
向
を
持
つ
北
方
の
勢
力
が
何
虞
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

2



3

い
.
勿
論
蒙
古
高
原
を
主
な
る
も
の
と
し
'
雁
門
道
に
於
.S
て
も
多
-
の
遺
跡
を
有
し
て
ゐ
る
.
更
に
南
下
し
て
太
原
盆
地
は
如
何
と
S
･

ふ
忙
'
前
述
の
文
水
願
の
遺
地
は
或
は
北
方
系
の
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
ふ
｡
し
か
し
確
茸
な
報
告
が
な
い
か
ら
不
分
明
で
あ
る
が
､
少

ヲク
Elh
-
ル

サ
ン
師
が
太
原
府
附
近
で
採
集
し
た
フ
ク
ナ
イ
ト
製
の
皮

剥

こ

そ
は
北
方
文
化
の
梗
故
で
あ
る
細
石
器
の
一
種
で
あ
っ
て
'
北
方
勢
力

の
南
限
が
太
原
附
近
に
衣
-
得
る
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
.
攻
に
青
銅
器
時
代
に
於
い
て
も
'
北
方
系
銅
器
が
太
原
･
太
谷

･
平
陽

･
扮
揚

㊥

④

介
休

･
洪
洞
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
の
に
封
し
て
'
中
原
文
化
を
代
表
す
る
戟
図
式
銅
器
が
雁
門
閲
を
越
え
た
揮
源
に
於
い
て
蔑
見
さ
れ

て

ゐ
る
の
で
あ
る
｡

.
遺
物
遺
跡
よ
-
の
考
察
は
'
全
面
的
で
な
S
憾
は
あ
る
が
'
上
述
の
事
茸
か
ら
だ
け
で
も
､
南
北
文
化
の
交
流

･
勢
力
の
抗
争
を
端
的

に
察
知
す
る
を
得
る
｡
即
ち
北
方
の
遊
牧
民
が
優
勢
に
な
れ
ば
太
原
盆
地
は
勿
論
の
こ
と
､
更
に
南
下
し
て
扮
水
下
流
の
平
陽
平
地
に
ま

で
も
達
す
る
の
で
あ
り
'
黄
河
中
原
の
農
耕
民
も
亦
'
内
長
城
を
超
え
て
雁
門
選
に
入
-
'
更
に
外
長
城
以
北
に
ま
で
も
勢
を
張
る
こ
と

が
あ
る
｡
従
っ
て
山
西
仝
省
は
こ
の
南
北
両
勢
力
の
抗
寧
地
帯
で
あ
る
と
言
ひ
得
る
｡
而
し
て
春
秋
戦
囲
期
は
ま
さ
に
北
方
遊
牧
民
が
後

過
し
て
'
中
原
の
勢
力
及
び
文
化
が
こ
の
他
に
腐
充
し
た
時
代
に
雷
る
の
で
あ
る
0

託
①

西
陰
村
は
夏
願
々
城
と
開
音
藤
城
と
の
中
間
､
夏
願
々
城
の
北
約
二
十
五
支
里
に
衣

-
O
そ
の
発
掘
経
過
･遺
跡
･遭
物
に
掬
し
て
は
李
済
民

『
西

陰
村
史
前
的
遭
存
』
を
参
着
せ
よ
0

㊥

荊
村
は
黄
泉
嚇
城
の
東
北
'
増
山
願
寄
に
あ

･少
.
そ
の
遺
跡
に
就
い
て
は
重
恩
光
氏

｢
山
西
黄
泉
石
器
時
代
遭
放
資
掘
之
趣
過
｣

(『
師
大
月
刊
』

第
三
期
併
載
)
を
参
着
せ
よ
.

㊥

之
等
の
彩
色
土
器
の
文
化
園
に
つ
き
東
は
熟
河
と
稀
し
た
が
'
奮
奉
天
省
錦
西
殊
沙
鍋
屯
鏡
の
遺
跡
は
熟
河
朝
陽
嬢
と
近
接
せ
る
銭
め
､
赤
峰
麻

の
遺
跡
を
も
合
め
て
か
-
に
か
-
耕
し
た
の
で
あ
る
｡

④

大
谷
巌
の
方
は
鹿
河
道
の
堤
岸
問
に
在

-
.
文
水
餅
の
方
は
文
略
水
の
西
方
､
文
水
藤
城
の
南
十
八
支
里
'
墓
地
漁
連
の
上
資
材
に
衣

-
.
共

に

薫
忠
光
氏
前
掲
論
文
参
看
｡
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4

◎

扮
水
の
西
方
'
丁
度
陽
曲
願
(大
原
府
)
の
対
岸
に
嘗
る
｡
K
6

1eao
keou
と
あ
る
が
如
何
な
る
字
を
充
て
る
か
判
ら
ぬ
｡
恐
ら
-
大
原
嚇
境

の
地
で
あ
ら
-
d
E
.
L
icent.
L
es
C
o
tlections
N
io】ith
iq
ues
du
M
usie
H
o
ang
ho
Pai
h
o
d
e
T
).en
T

sin
p
.
4
6
参
看
｡

◎

『
考
古
問
編
』
第
四

･
五
輯
参
看
.
そ
の
採
集
地
を
大
同
騒
大
王
村

･
小
玉
村
と
い
ふ
も
そ
の
場
餅
を
確
粧
し
え
ぬ
O
父
中
原
文
化
圏
の
北
限
と
い

ふ
も
'
現
在
の
知
見
に
郎
し
て
の
言
で
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
｡
餌
､
北
方
細
石
器
文
化
と
南
方
磨
石
蕗
文
化
と
の
交
錯
地
帯
に
鍋
し
て
は
､
水
野

江
上
両
氏
の
大
作

『
内
蒙
古

･
長
城
地
帯
』
第

1
編
五
五
真
以
下
参
看
0

⑦

水
野
清

一
氏
談
｡

◎

水
野

･
江
上
両
氏
前
掲
書
第
二
編
二
〇
三
貢
参
看
｡

㊥

一
九
二
三
年
'
洋
齢
妹
西
南
十
五
支
里
の
李
略
村
よ
-
出
土
L
L
'銅
誰
群
を
意
味
す
る
.
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
近
-
刊
む
せ
ら
れ
る
梅
原
末
治

氏
の

『
哉
閉
式
銅
券
の
研
究
』
を
参
着
せ
よ
.

二

｢
盲
は
軍
州
の
域
'
虞
は
井
州
を
分
遣
す
､
夏
は
仇
'
巽
州
た
-
'
周
は
井
州
と
日
ふ
'
成
王
'
叔
庚
を
封
じ
て
唐
図
と
残
す
､
後
'
菅

①

園
と
改
む
｣
と
い
ふ
の
が
'
晋
の
登
場
す
る
ま
で
の
'
常
套
的
な
山
西
省
の
建
遣
沿
革
で
あ
る
｡
周
の
成
王
の
弟
､
叔
庚
が
封
ぜ
ら
れ
た

も
▲J

｢
唐
｣
と
は
何
魔
で
あ
る
か
｡
『
漢
書
地
理
志
』
太
原
郡
青
陵
願
の
俵
に
は

｢
故
詩
の
唐
囲
'
周
の
成
王
'
唐
を
滅
し
て
'
弟
叔
虞
を
対
す
｣

と
あ
り
'
班
固
は
晋
陽
即
ち
今
の
太
原
願
を
以

て周
の
唐
囲
な
-
と
し
て
ゐ
る
.
鄭
玄
も
亦
､
此
詮
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
O
轟

の
唐
譜
参
照
)

『括
地
志
品

削
謂

家

に
麓

唐
城
に
関
し
て
仝
-
臭
っ
た
二
鹿
塞

げ
て
ゐ
る
｡

1
は
井
州
晋
暢
願
の
北
二
雷

雲

も
の
で
･
班

固
及
び
鄭
玄
の
詮
に
伐
採
し
た
も
の
で
あ
る
｡

他
は
捧
州
翼
城
願
の
西
二
十
里
に
春
る
も
の
で
あ
る
｡

此
は
怒
ら
-
司
馬
遷
の
詮
に
淵
瀕

す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
｡

即
ち

『史
記
菅
他
家
』
に

｢
唐
は
河
粉
の
東
に
衣
-
方
百
里
｣
と
あ
-
'
巽
城
は
正
に
河
扮
二
水
の
束
に
在

る
か
ら
で
あ
る
O
叉

『
左
侍
』
昭
公
元
年
に

｢
茸
沈
を
大
夏
に
遷
す
｣
と
い
ひ
'
定
公
四
年
に

｢
唐
叔
に
命
す
る
に
唐
詩
を
以
て
し
て
.
.
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チ

夏
虚
に
封
ぜ
-
｣
と
い
ふ
.
そ
の
大
貫
の
位
選
に
関
し
て
服
慶
は
扮
滑
の
問
に
衣
-
と
云
ふ
に
封
し
て
杜
預
は
太
原
音
陽
願
で
あ
る
と
す

⑦

る
｡
前
に
見
た
班

･
馬
の
封
時
は
'
左
倖
解
鐸
上
に
於
い
て
は
服

･
杜
の
封
時
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
｡

更
に

『
漢
書
地
理
志
』
河
東
郡
開

菩
願
の
健
に

｢
故
曲
沃
,
晋
の
成
侯

霜

硝
公
晋
陽
よ
品

に
従
る
｣
と
あ
る
.

鄭
玄
･
亦
之
を
襲
う
て

｢
曾
孫
成
侯
量

っ
て
南
徒
し

曲
決
に
居
る
｣
と
い
ふ
｡
(
唐
譜
参
照
)
『
史
記
晋
世
家
』
に
撲
れ
ば
'
唐
叔
の
子
饗
が
晋
侯
で
あ
-
'
そ
の
子
寧
族
が
武
侯
で
あ
り
'
そ

の
子
服
人
が
成
侯
で
あ
る
か
ら
'
成
侯
は
正
に
唐
叔
の
曾
孫
で
あ
る
.
『
唐
譜
』
に
は
'
そ
の
後
穆
侯
に
至
-
､
経
に
従
っ
た
こ
と
を
記
し

て
ゐ
る
｡
『
地
理
志
』
河
東
郡
緯
願
の
保
に
は

｢
晋
の
武
公
'
曲
沃
よ
-
此
に
従
る
｣
と
あ
-
'
詩
語
の
記
事
と
符
合
せ
ぬ
｡
前
述
の
如
き

③

漠
志
と
詩
語
と
の
重
き

山
致
よ
-
考

へ
て
､
比
の
武
公
の
二
字
'
或
は
穆
侯
の
誤
に
非
る
や
を
疑
ふ
o
と
も
か
-
'
班
固

･
鄭
玄
に
よ
れ

ば
'
唐
叔
虞
は
太
原
晋
陽
に
封
ぜ
ら
れ
'
曾
孫
成
侯
の
時
に
遠
-
'
南
方
曲
沃
に
移
っ
た
と
言
ふ
の
で
あ
る
｡
か
1
る
南
下
運
動
が
何
に

①

起
因
す
る
か
は
明
ら
か
に
記
述
す
る
も
の
は
な
い
O

司
馬
遷
の
如
-
'
菅
は
初
め
か
ら
扮
滑
の
問
に
都
し
て
ゐ
た
と
考

へ
る
も
の
は
'
移

動
の
記
事
す
ら
な
い
.
所
詮
の
批
判
は
暫
-
措
き
'
菅
国
共
後
の
形
勢
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

穆
侯
以
後
の
菅
の
世
系
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

5

･
古

醐

ー
文

侯

-
昭

侯

-
孝

侯
-
誹

-
曲
沃
桓
叔
-
曲
沃
荘
伯
-
武
公

侯
訴

侯
圭

侯

昭
侯
の
元
年
'
文
侯
の
弟
橿
叔
を
曲
沃
即
ち
今
の
開
音
願
に
封
じ
て
以
後
'
曲
沃
に
播
居
す
る
も
の
は
漸
次
勢
を
待
'
達
に
そ
の
孫
武

公
は
侯
纏
を
城
し
て
晋
君
と
な
-
'
諸
侯
に
列
せ
ら
る
J

に
至
っ
た
｡
史
記
に
は

｢
曲
沃
の
邑
'
翼
よ
-
も
大
な
-
'
翼
は
晋
君
の
都
邑

な
-
｣
と
言
ふ
｡
翼
は
今
の
翼
城
願
で
あ
っ
て
'
先
に
司
馬
遷
等
が
唐
園
の
故
地
に
擬
足
し
た
鹿
と

一
致
す
る
｡
従
っ
て
司
馬
藩
等
は
晋

の
始
封
よ
-
侯
纏
の
滅
ぶ
に
至
る
ま
で
'
そ
の
都
員
は
扮
滑
の
閲
に
在
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
｡
武
公
の
子
厭
公
以
後
'
意
公
の
新
田
に
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⑤

遷
る
ま
で
は
経
に
都
し
た
o

新
円
は
今
の
曲
沃
願
で
'
扮
滑
の
問
に
在
る
｡
意
公
の
新
田
に
遷
る
に
際
L
t
新
田
を
改
め
て
棒
と
な
し
'

故
都
の
経
を
故
障
と
栴
し
た
｡
地
理
志
の
経
願
は
新
田
の
棒
で
あ
っ
て
'
政
経
で
は
な
い
O
さ
れ
ば
'

｢
武
公
曲
沃
よ
-
経
に
徒
る
と
い

ふ
｣
班
国
の
詮
は
'
蕨
密
に
言
へ
ば
正
常
で
は
な
い
｡

以
上
の
如
-
春
秋
期
'
晋
の
闘
都
は
翼

･
曲
沃
･
政
経

･
経
と
'
殆
ど
扮
冷
凍
水
を
出
な
い
'
甚
だ
狭
陰
な
霞
城
で
あ
っ
た
｡

託
6
)

『
大
清

一
統
志
』
奄
九
十
五
.

6
)

曹
図
始
封
の
地
に
関
す
る
二
詮
の
封
時
は
前
清
孝
接
家
に
ま
で
引
継
が
れ
て
ゐ
る
.
顧
炎
武

(『
日
知
錬
』
巻
三
十

1
｢
唐
｣
の
僚
)
は
頑
と
し
て
翼

城
記
&
.堅
持
せ
る
に
対
し
'
閥
苦
境

(『
潜
粥
劉
妃
』
啓
三
)
は
大
原
記
を
主
張
し
て
顧
記
を
破
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
0
金
柑
望
(『
経
史
問
答
』
啓
三
)

は

｢亭
林
の
言
も
亦
'
自
ら
故
あ
-
｣
と
首
ひ
っ
～
も
'
翼
城
記
の
故
鮎

一
二
を
指
摘
し
て
大
原
記
に
傾
い
て
ゐ
る
0
叉
'
同
じ
-
大
原
記
の
中

で
も
成
侯
の
南
下
連
動
に
関
し
て
は
閲
仝
二
氏
の
記
は
分
岐
す
る
｡
託
㊤
参
照
｡

③

此
の
み
で
は
な
-
'
『
漢
書
地
理
志
』
右
萩
風
棟
邑
の
本
誌
に

｢
詩
幽
囲
｣
と
あ
る
に
封
し
て
.
鄭
玄
の

『
詩
譜
』

に

｢
賄
者
今
魔
窟
扶
風
棟
邑
｣

と
あ
る
が
如
き
'
或
は
鄭
風
の
譜
に
地
理
志
の
文
を
引
-
が
如
-
'
雨
着
の

一
致
は
諸
虎
に
見
出
す
こ
と
が
能
る
O

④

司
馬
遷
の
記
を
稚
ぐ
顧
炎
武
に
は
こ
の
南
下
運
動
は
常
鋲
無
視
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
-
｡
大
原

･
巽
城
間
七
官
文
男
に
達
す
る
南
下
運
動
の
荒

唐
さ
の
故
に
こ
そ
'
却
っ
て
顧
氏
は
翼
城
寵
を
頑
張
に
主
求
す
る
の
で
あ
ら
-
｡
扮
'
太
原
語
の
闘
氏
は
詩
語
に
首
ふ
成
侯
の
南
蓬
を
無
催
件
に

認
め
'
｢
晋
の
始
め
て
唐
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
は
方
首
里
で
あ
っ
た
の
が
'
曾
孫
成
侯
に
至
っ
て
そ
の
蕗
城
は
五
倍
以
上
に
な
っ
た
'
王
綱
が
較
は
ず

評
者
が
小
飼
を
兼
井
す
る
こ
と
は
'
何
も
春
秋
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
は
な
-
'
既
に
此
時

-

乗
用
I

に
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
'
憤

れ
や
に
ゐ
ら
れ
よ
-
か
｣
,と
育
っ
て
ゐ
る
｡
是
に
由
る
と
闘
氏
は
こ
の
南
下
連
動
を
以
て
'
大
原
の
晋
氏
が
王
故
の
地
を
侵
害
し
た
も
の
と
解
し

て
ゐ
る
や
-
で
あ
る
.
さ
す
が
に
仝
氏
は

1
畢
七
首
里
の
南
下
遊
動
に
は
困
惑
し
た
か

｢
膏
は
唐
叔
以
稜
'
靖
侠
以
前
の
年
数
が
判
ら
ぬ
と
史
記

に
言
っ
て
ゐ
る
.
年
数
す
ら
不
明
で
あ
る
の
だ
か
ら
'
他
の
こ
と
は
言
は
ず
も
が
な
'
さ
す
れ
ば
此
の
不
明
の
期
間
に
漸
次
南
遷
し
て
翼
城
に
到

津
し
た
こ
と
は
必
定
で
あ
る
｣
と
言
ふ
｡
相
嘗
勝
手
な
言
分
で
あ
る
が
'
封
立
せ
る
史
記
と
詩
語
の
相
反
せ
る
両
説
を
併
用
し
た
の
で
あ
る
か
ら

常
顔

の漁
乱
で
あ
る
｡

⑤

武
公
の
都
に
翻
し
て
は

『
史
記
菅
世
家
』
に

｢
始
都
菅
図
｣
と
あ
-
'
堆
衆
の
封
地

･
曲
決
を
新
に
菅
閥
の
都
と
し
た
と
す
る
か
'
或
は
松
前
の

8
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奇
問
都
で
あ
っ
た
翼
に
都
し
た
の
か
こ
記
が
あ
る
0
顧
炎
武

(『
日
加
錬
』
額
二
二
十

1
'
曹
都
の
保
)
や
闘
若
壌

(『
潜
邸
劉
記
』
啓
三
)
が
前
者

で
あ
る
外
は
'
大
略
後
者
を
支
持
す
る
.
次
に
献
公
に
闘
し
て
は
'
同
じ
-

『
史
記
』
に

｢
乗
を
城
い
て
故
菅
の
葦
公
子
を
鹿
ら
し
め
'
命
じ
て

枠
と
首
ひ
.
始
め
て
経
に
都
す
｣
と
あ
る
O
｢
始
め
て
｣
と
首
ふ
限
-
'
社
葬
の
翼

･
曲
決
と
は
別
の
虎
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
.
顧

･
閲
両
氏
は
浄

水
の
右
岸
扮
城
願
の
南
新
粋
願
の
北

-

超
酸
鉄
の
速
か

1

に
擬
足
し
て
ゐ
る
O

顧
氏
は
扮
城
願
の
南
二
十
五
里
に
城
北
の
何
存
せ
る
を
首

ひ
'
闘
氏
も
亦
｢
余
親
し
-
其
地
を
摩
る
に
'
濃
淡
宛
払
た
-
'
方
め
て
微
前
の
託
の
益
-
鈷
れ
る
を
悟
れ
-
｣
と

自
信
あ
る
言
葉
づ
き
で
あ
る
｡

顧
闘
繭
氏
を
除
け
ば
他
は
殆
ん
ど
騨
即
翼
記
で
あ
る
｡
か
-
の
如
-
宋
周
期
の
膏
の
国
都
に
関
し
て
封
略
し
た
顧

･
闘
病
氏
は
春
秋
期
の
菅
都
論

で
は
仝
-

JA
致
し
て
ゐ
る
の
は
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
.

三

次
に
晋
図
の
産
域
を
考

へ
る
に
'
武
公
の
頃
は
ま
だ
薗
都
附
近
の
地
を
領
有
し
た
に
過
ぎ
ぬ
が
'
そ
の
子
献
公
に
至
っ
て
漸
-
東
大
と

な
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
十
六
年

(
西
紀
前
六
六

二

に
は
雀

(
今
の
客
殿
)
敬

(
今
の
河
津
解
)
貌

(
今
の
丙
城
願
)
を
城
L
t
そ
の

翌
年
に
は
東
山
暴
落
氏

(
今
の
垣
曲
願
)
を
減
L
t
そ
の
二
十
二
年

(
西
紀
前
六
五
五
)
に
は
庚

(
今
の
平
陸
願
)
を
威
し
､
ほ
ゞ
河
東

道
の
地
は
晋
の
領
有
す
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
前
章
に
於
い
て
考
察
し
た
国
都
の
位
琶
並
に
そ
の
移
動
に
照
ら
し
て
も

常
然
の
と
と
で
あ
ら
う
｡
従
っ
て
春
秋
期
以
前
の
晋
が
太
原
に
都
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
は
決
し
て
合
理
的
な
解
樺
と
は
い
へ
ぬ
と
考

へ
ら

る
｡
而
し
て
こ
の
国
境
の
北
及
び
束
即
ち
太
原
と
上
薬
は
所
謂
赤
秋

･
白
秋
の
占
居
す
る
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
春
秋
期
の
膏

戦
国
期
の
遇
の
歴
史
的
使
命
は
之
等
の
秋
族
を
経
略
し

て'
秦
漠
郡
願
制
の
基
礎
工
事
を
な
す
こ
と
で
あ
っ
た
｡
今
'
晋
の
秋
を
城
す
る

次
第
を
み
る
に
'
晋
景
公
六
年
(
西
紀
的
五
九
四
)
に
は
胡
氏
(今
の
琉
城
願
)を
城
L
t
同
七
年
へ
同
五
九
三
)
に
は
留
民
(
今
の
屯
切
願
)敬

滅
L
t
同
十
二
年
(
同
五
八
八
)
に
は
儀
容
如
を
城
し

て'
上
最
の
秋
族
を
掃
滅
L
t
昭
公
十
七
年
(
同
五
四

f
)
に
は
無
給
及
び
葦
秋
を
大

歯
(
太
原
)
に
滅
L
t
太
原
は
晋
の
有
と
な
っ
た
の
で
あ
る
0
菅
の
蜜
域
が
河
東
遣
よ
-
巽
寧
遭
に
ま
で
進
展
す
る
に
'
約
百
年
の
歳
月
を

7
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費
し
て
ゐ
る
.
尤
も
晋
園
の
軍
事
的
政
治
的
工
作
は
必
ず
し
も
北
方
へ
の
み
関
心
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
-
'
西
方
駅
西

へ
も
'
南
方

河
南

へ
も
'
東
方
河
北

へ
も
経
略
の
歩
武
は
進
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
｡
例

へ
ば

『史
記
晋
冊
家
』
に
'
厭
公
二
十
五
年

(
西
紀
前
六

五
二
)
の
晋
塵
を
西
は
河
西
を
有
っ
て
秦
と
接
を
接
し
'
東
は
河
内
に
至
る
と
解
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
そ
の
霞
城
が
東
西
共
に
既

に
山
西
省
境
を
越
え
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
O
次
に
巽
寧
道
よ
り
雁
門
道

へ
は
如
何
に
進
展
し
た
で
あ
ら
う
か
.
菅

一
代
に
於
い
て
は
巽
寧

道
よ
-
東
方
に
庫
じ
'
太
行
山
脈
の
束
に
在
る
肥

･
鼓
の
如
き
白
秋
種
を
攻
伐
L
t
北
方
雁
門
道
へ
は
向
は
な
か
っ
た
｡
そ
の
間
'
晋
は

表
徴
し
.
六
卿
が
権
勢
を
張
る
に
至
っ
た
.
然
し
'
こ
の
事
業
は
三
晋
の
7
で
あ
る
適
に
よ
っ
て
稽
承
せ
ら
れ
た
｡

常
時
雁
門
静
北
に
勢
力
を
有
し
た
の
は
代
園
で
あ
る
｡
そ
の
本
嬢
は
今
の
察
恰
蘭
蔚
願
に
常
る
.
『
呂
氏
春
秋
』
長
政
籍
に
｢
代
の
俗
を

望
む
に
そ
の
禦
し
み
甚
だ
芙
な
-
｣
と
ーハ払

'
｢
代
君
色
を
好
む
｣
と
あ
-
'
同
書
発
散
籍
に
代
の
東
南
に
隣
す
る
中
山
の
俗
を
記
し
て

｢
量
を
以
て
夜
と
残
し
'
夜
を
以
て
日
に
砥
ぎ
'
男
女
切
に
倍
-
､
固
よ
-
休
息
す
る
こ
と
無
し
'
康
栗

･
歌
論
悲
し
き
を
好
む
｣
と
言
ふ

の
と
相
類
し
て
ゐ
る
.
中
山
は
春
秋
の
鮮
虞
で
あ
-
'
白
秋
の
別
柾
と
種
せ
ら
れ
る
.
代

･
中
山
共
に
西
北
方
よ
-
蘭
さ
れ
る
新
奇
な
文

化

･
垂
術
を
享
受
す
る
に
は
至
便
の
位
置
に
居
る
｡
礎
っ
て
中
原
よ
-
は
我
欲
と
言
ふ
が
'
｢
其
襲
甚
美
｣
な
る
状
況
で
あ
っ
た
.
鮮
虞
-

中
山
が
春
秋

･
戦
国
を
通
じ
て
著
明
な
存
在
で
あ
る
に
封
し
て
'
そ
の
西
北
に
隣
し
､
略
同
種
族
と
看
倣
さ
れ
る
代
図
が
春
秋
及
び
三
侍

に
そ
の
名
を
留
め
ず
'
し
か
も
戦
国
期
に
入
る
や
否
や
'
菅
の
後
を
纏
い
だ
遊
民
に
城
さ
れ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
'
そ
の
史
上
に
現
れ
た

時
は
'
即
ち
域
亡
の
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
『史
記
遇
世
家
』
に
壌
っ
て
避

･
代
交
渉
史
を
辿
ら
う
｡
避
簡
子
が
嘗
て
数
日
陸
つ
て
醒
め

ず
'
そ
の
時
の
夢
を
後
に
道
に
常
る
者
に
話
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
｡
簡
子
日
ふ

｢
吾
'
鬼
の
帝
の
側
に
在
る
を
見
る
､
帝
'
我
に
7
召
犬

を
属
し
て
日
-
'
汝
の
子
の
長
ず
る
に
及
ん
で
賜
は
ん
と
t
か
の
兄
何
故
に
老
犬
を
賜
ふ
や
｣
と
'
渚
に
常
る
着
日
ふ

｢
晃
は
主
君
の
子

①

な
り
'
老
犬
は
代
の
先
な
-

'

主
君
の
子
ま
さ
に
必
ず
代
を
有
た
ん
云
々
｣
と
.
超
が
将
成
代
園
を
乗
併
す
る
こ
と
を
此
に
琴
冒
し
て
ゐ

る
｡
そ
の
後
'
簡
子
が
壷
-
諸
子
を
召
し
て
輿
に
語
る
に
'
静
邸
が
最
も
聴
明
で
あ
っ
た
｡
節
子
が
そ
こ
で
諸
子
に
告
げ
て
日
ふ

｢
吾
'

8
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資
符
を
佐
山
の
上
に
織
せ
り
'
先
に
得
し
者
は
賞
せ
ん
｣
と
'
諸
子
馳
せ
て
怪
山
の
上
に
行
-
'
求
め
て
得
る
研
無
し
'
塀
邸
遺
-
て
日

ふ

｢
既
に
符
を
得
た
-
｣
と
'
簡
子
日
ふ

｢
骨
げ
よ
｣
と
'
静
耶
日
ふ

｢
怪
山
の
上
よ
-
代
を
臨
む
'
代
取
る
べ
し
｣
と
'
簡
子
は
母
邸

の
果
し
て
賢
な
る
を
知
-
'
太
子
伯
魯
を
廃
し
て
静
邸
を
太
子
と
し
た
.
や
が
て
簡
子
卒
L
t
傍
邸
が
立
っ
た
｡
是
即
ち
嚢
子
で
あ
る
0

簡
子
を
葬
る
や
'
妻
子
は
未
だ
喪
服
を
輝
か
ぬ
に
'
早
-
も
代
囲
攻
伐
の
計
撃
を
為
し
た
の
で
あ
る
｡
即
ち
夏
屋
山
-
雁
門
山
の
東
嶺

1

に
登
っ
て
､
代
王
を
講
じ
'
厨
人
を
し
て
銅
科
を
操
っ
て
'
代
王
及
び
そ
の
従
者
に
食
は
し
め
'
掛

-
酌
な
-
I
を
行
ふ
時
'
陰
か
に
軍

人
を
し
て
各
々
科
を
以
て
代
王
及
び
従
官
を
撃
殺
せ
し
め
'
速
に
兵
を
興
し
て
代
地
を
討
干
し
た
の
で
あ
る
｡
是
よ
-
先
'
代
王
に
嫉
し

て
居
た
東
予
の
姉
は
之
を
聞
き
泣
い
て
天
に
呼
び
'
算
を
磨
し
て
自
殺
し
た
｡
妻
子
は
廃
太
子
伯
魯
の
子
周
を
､
代
に
封
じ
て
代
成
君
と

し
た
o
そ
の
後
武
塞
王
の
子
意
文
王
の
三
年
に
至
っ
て
始
め
て
白
秋
種
の
中
山
を
職
域
す
る
に
至
-
'
大
行
山
脈
の
東
麓
に
沿
う
て
代
に

至
る
交
通
路
が
安
全
便
宜
と
な
-
'
代
地
は
完
全
に
中
原
文
化
圏
内
に
入
っ
た
の
で
あ
る
.

然
し
他
方
t
か
･.
る
状
勢
に
適
合
せ
ん
が
蔑

め
中
原
文
化
白
身
の
奨
質
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
｡
騎
馬

･
胡
服
の
如
き
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
ら
う
.

尋
い
で
超
が
秦
に
滅
さ
る
･･

や
'
適
の
亡
大
夫
等
は
悼
嚢
王
の
連
子
嘉
を
立
て
1
代
王
と
し
た
が
立
つ
こ
と
六
年
に
し
て
'
秦
に
破
ら

れ
た
｡
か
-
て
秦
は
此
地
に
も
郡
願
制
を
布
い
た
の
で
あ
る
.

託
G
)

単
な
る
比
愉
以
上
に
'
代
の
始
祖
停
説
乃
至
は
開
閉
停
詮
と
し
て
宛
か
も
西
南
夷
に
於
け
る
盤
執
侍
詮
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う

か
.
『
穆
天
子
停
』
啓

一
に
'
今
の
桑
乾
河
の
上
流
地
方
に
犬
戎
が
ゐ
て
'
穆
天
子
に
傷
し
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
｡
そ
の
犬
戎
の
始
租
停
記
と
し

て

『
山
海
鮮
大
宋
北
経
』
に
は
次
の
如
-
述

べ
て
ゐ
る
｡
｢
融
父
の
山
に
人
あ
-
'
名
づ
け
て
犬
戎
と
日
ふ
､
常
帝
首
龍
を
生
む
'
首
龍
融
膏
を
生

む
'
融
書
寿
明
を
生
む
'
弄
明
白
犬
を
生
む
'
是
犬
戎
た
-
'
肉
食
す
云
々
｣
と
あ
-
'
犬
戒
の
も
と
白
犬
な
る
を
首
ふ
｡
且
'
此
に
問
題
と
せ

る
代
も
犬
戎
と
略
々
同
じ
地
方
に
占
居
す
れ
ば
､少
か
ら
ぬ
開
係
を
有
す
る
や
-
で
あ
る
.
代
の
東
南
に
位
置
す
る
中
山
は
白
秋
の
別
縄
と
い
ふ
'

犬
戎
の
も
と
白
犬
な
･｡
と
首
ふ
と
相
網
厳
す
べ
き
で
あ
ら
う
O

9
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四

古
代
支
部
に
於
い
て
は
天
子
が
天
地
を
祭
る
に
封
し
て
'
諸
侯
は
そ
の
封
城
内
の
山
川
を
奉
紀
す
る
｡
魯
や
轡
が
泰
山
を
祭
り
､
(
『
論

語
八
街
』
『鵡
記
絶
器
』
参
照
)
楽
が
江
･
漠

･
推

･
韓
を
望
祭
す
る

(
『
左
侍
』
衷
六
年
参
看
)
が
如
き
是
で
あ
る
｡
山
川
と
言
っ
て
も

す
べ
て
の
山
川
が
祭
ら
れ
る
の
で
は
な
-
て
'
小
数
の
神
聖
性
を
有
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
｡
諸
侯
よ
-
崇
紀
さ

れ
る
山
川
と
は
'

1
は
祐
乗
か
ら
侍
統
的
に
神
聖
成
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
-
'
他
は
臨
時
に
山
川
の
神
が
自
ら
諸
侯
そ
の
他
の
政
構
音

に
啓
示
を
輿

へ
て
'
そ
の
祭
紀
を
執
行
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
二
種
は
本
質
的
に
は
差
異
が
な
い
と
考
へ
得
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
例

へ
ば
後
者
の
如
-
し
て
費
生
し
た
祭
把
も
漸
次
怪
例
と
な
っ
て
前
者
の
如
き
性
質
を
具
有
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
｡
従
っ
て
前
者
も
畿
生

的
に
は
後
者
の
如
き
手
按
を
執
っ
た
の
で
あ
-
'
両
者
の
葺
は
軍
に
時
間
の
党
後
か
ら
由
釆
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
｡
然
し

後
者
の
如
き
過
程
を
経
ざ
る
信
仰
も
存
す
る
こ
と
や
あ
-
'

7
時
期
の
断
面
に
於
い
て
は
'
こ
の
二
者
が
共
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら

両
者
の
直
別
を
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
｡
歴
史
上
に
於
い
て
は
前
者
よ
-
も
後
者
が
強
烈
な
印
象
を
輿

へ
て
ゐ
る
の
は
首

然
の
こ
と
で
あ
-
'
従
っ
て
此
で
取
故
ふ
菅
･
適
に
於
け
る
山
川
の
祭
紀
に
在
っ

ても
'
後
者
の
琴
不
が
華
麗
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
.

晋
の
平
侯
が
疾
ん
だ
時
'
鄭
観
は
子
産
を
晋
に
遺
し
た
.
平
公
が

｢
-
し
て
日
-
茸
沈

･
嘉
齢
の
崇
を
零
す
と
'
史
官
知
る
な
し
'
敢

て
間
ふ
｣
と
日
う
た
に
封
し
て
'
時
の

｢
博
物
君
子
｣
で
あ
る
子
産
は
茸
沈
は
参
画
で
あ
-
'
基
齢
は
扮
桃
の
沖
で
あ
る
こ
と
を
棟
細
に

物
語
-
'
且
､
山
川
の
両
は
水
草
の
時
に
'
日
月
星
辰
の
紳
は
等
霜
風
雨
が
不
順
の
時
に
祭
る
べ
き
な
る
こ
と
を
述
べ
'
決
し
て
茸
沈
嘉

①

齢
の
崇
で
は
な
-
'
君
の
疾
の
如
き
は
飲
食

･
哀
楽

･
女
色
よ
-
生
じ
た
も
の
だ
と
喝
破
し
て
ゐ
る
｡

粉
は
勿
論
扮
水
で
あ
り
'
桃
は
凍

水
で
あ
る
｡
こ
の
二
水
の
洗
域
地
方
に
は
嘗
て
嘉
齢
の
後
で
あ
る
沈

･
姐

･
蓉

･
黄
の
四
囲
が
居
た
の
で
あ
る
が
'
菅
は
こ
の
四
囲
を
城

し
て
'
扮
川
を
主
祭
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
篤
め
'
い
は
ゞ
地
主
蹄
で
あ
る
嘉
齢
が
晋
侯
に
崇
っ
て
､
祭
紐
の
執
行
を
強
要
し

10
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た
の
で
あ
ら
う
｡
崇
は

『
誰
文
』
に
細
網
な
-
と
あ
る
｡
鬼
神
の
胃
療
よ
-
惹
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
'
文
字
の
構
成
よ
-
観
て
'

｢
和
露
の
出
現
｣
と
い
ふ
意
で
あ
ら
う
｡
締
約
な
-
と
の
み
は
言
ひ
き
れ
な
い
｡
自
然

･
人
腰
の
災
害
は
沖
の
示
現
す
る
最
も

7
椴
的
な
方

式
で
あ
る
馬
め
に
'
結
果
よ
-
考
へ
て
崇
即
ち
締
約
と
し
た
の
で
あ
ら
う
が
'
原
義
は
里
に

｢
神
霊
の
糾
現
｣
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
ケ
.

叉
'
-
と
史
と
は
そ
の
管
掌
を
異
に
L
t
ー
は
紳
人
の
間
に
在
っ
て
神
意
を
人
に
侍
へ
る
も
の
で
あ
る
に
封
し
て
'
史
は
そ
の
幽
玄
な
神

イ
ン

タープ
レ
･
-I

意
を
解

鐸

す
る
も
の
で
あ
る
｡
か
1
る
意
味
か
ら
'
鄭
の
子
鹿
こ
そ
は
常
時
に
於
け
る
最
も
偉
大
な
る

｢
史
｣
で
あ
っ
た
と
共
に
'

既
に
そ
の
知
識
は
近
世
的
で
あ
-
'
批
判
的
で
あ
-
'
常
時
の

｢
史
｣
の
観
念
と
は
異
っ
た
段
階
に
達
し
て
ゐ
る
.

次
に
晋
の
厭
公
十
六
年
'
署
を
伐
っ
た
時
､
雀
公
は
轡
に
奔
っ
た
.
晋
は
大
い
に
革
っ
た
.
之
を
-
ふ
と
'
是
も
亦
'
前
と
同
じ
-
也

主
神
で
あ
る
'
署
太
山
が
崇
を
残
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
.
そ
の
災
害
を
除
-
篤
め
晋
侯
は
署
軍
曾
斉
よ
り
召
還
し
て
巷
太
山
の
紀
を
率
ぜ
し

⑦

め
る
や
う
に
し
た
｡
そ
こ
で
晋
は
も
と
の
如
-
豊
穣
の
秋
を
迎

へ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
後
'
戦
国
期
に
入
っ
て
も
巷
太
山
神
は
活
躍
し
'

遊
民
の
牽
展
を
濠
的
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
遭
嚢
子
の
臣
原
過
が
王
淳
に
於
い
て
三
紳
よ
-
竹
書
を
得
た
が
'
そ
の
中
に
は
､
三
月
丙
戊

の
日
に
'
余
は
汝
を
し
て
智
民
を
域
せ
し
め
ん
と
す
と
言
払
'
叉
余
を
百
島
の
主
た
ら
し
め
ば
'
汝
に
林
胡
の
地
を
輿

へ
ん
と
も
言
っ

て

ゐ
る
.
遇
は
是
よ
-
先
'
前
章
に
述
べ
た
如
-
北
は
代
を
有
ち
'
今
叉
こ
の
預
言
を
得
て
南
'
智
氏
を
井
せ
'
韓
魂
よ
少
も
強
大
に
な
つ

③

た
｡
そ
こ
で
三
両
を
百
島
に
両
-
'
原
過
を
し
て
寛
太
山
の
弼
紀
を
主
ら
し
め
た
.

か
-
の
如
き
崇
を
残
し
て
奉
紀
を
喚
起
す
も
の
の
外
'
侍
統
的
に
神
聖
視
さ
れ
て
ゐ
る
山
川
と
し
て
は
'
南
に
巣
山
あ
-
'
北
に
津
柁

河
が
あ
る
.
即
ち

『
蘭
雅
樺
山
』
に

｢
梁
山
は
晋
の
望
な
-
｣
と
あ
-
'
『絶
記
穏
記
』
に

｢
育
入
婿
に
河
に
事
あ
ら
ん
と
す
れ
ば
'
必
ず

コ

ダ

先
づ
忠

地

に
事
あ
-
｣
と
言
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
.
有
事
と
は
疏
に
い
ふ
如
-
祭
の
意
で
あ
る
｡
意
地
は
津
花
で
あ
る
｡
か
の

『秦
訊
楚

文
』
に
見
ゆ
る
更
蛇
の
紳
も
亦
･
淳
花
で
あ
る
.
晋
の
革
紐
し
た
山
川
に
は
黄
河
･
梁
山
'
凍
水
'
扮
水
'
雀
太
山
'
淳
柁
河
を
数

へ
み

こ
と
が
能
る
｡
こ
の
系
列
は
晋
の
勢
力
が
山
西
省
の
西
南
隅
よ
り
襲
L
t
扮
水
流
域
に
沿
う
て
東
北
に
進
み
'
更
に
棒
陀
河
の
流
域
に
ま

- 1.I-
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で
到
達
し
た
経
過
'
即
ち
河
東
遺
よ
-
巽
寧
道
へ
の
凌
展
と
相
照
鷹
す
る
も
の
で
あ
る
｡

超
は
そ
の
郷
土

(
卸
ち
避
城
願
)
の
守
護
神
'

寛
太
山
山
陽
侯
の
厚
き
加
護
を
蒙
っ
て
'
晋
の
千
秋
事
業
を
穏
承
L
t
代
及
び
中
山
を
威
し
'
雁
門
紺
北
の
地
に
中
原
文
化
を
蹟
充
し
た

の
で
あ
る
｡
し
か
ら
ば
覇
王
の
象
徴
た
る
産
内
山
川
の
奉
紀
は
'
こ
の
関
北
の
地
に
於
い
て
も
行
は
れ
た
で
あ
ら
う
か
｡
文
献
上
に
於
S
.

て
は
之
を
求
め
待
な
S
が
'
幸
に
し
て
遺
跡
遺
物
上
か
ら
立
詮
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
.
即
ち
第

7
章
に
於
い
て
言
及
し
た
揮
源
出
土
の
.

銅
器
群
こ
そ
は
.
そ
の
出
土
の
地
域
'
遺
物
の
性
質
及
び
時
代
性
よ
-
観

て'
山
川
崇
紀
が
行
は
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
ゐ
る
｡
こ
の
鞄

ク
h
ク

は
漠
の
雁
門
郡
峠
願
に
普
り
'
後
魂
で
は
峰
山
願
と
い
ひ
'
唐
末
五
代
の
頃
よ
-
滞
源
願
と
稀
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
.
峰

な

る
稗
呼

よ
-
し
て
も
'
想
像
し
得
る
如
-
'
此
地
は
北
に
は
大
同
盆
地
と
の
間
に
裏
山
が
介
在
L
t
南
に
は
怪
山
が
構
っ
て
ゐ
'
東
に
は
贋
室
廟㊥

と
の
間
に
亜
流
河
と
揮
河
と
の
分
水
嶺
が
存
L
t
垂
-
山
々
を
続
ら
し
た
地
域
で
あ
る
.

揮
河
は
こ
の
給
谷
を
西
方
に
向
ひ
'
所
謂
峰
口

を
出
で
鷹
願
に
至
っ
て
桑
乾
河
に
入
る
の
で
あ
る
｡
八
水
浮
流
す
る
が
故
に
揮
河
の
名
が
あ
る
と
い
ふ
｡
願
名
は
亦
'
こ
の
揮
河
の
漁
に

位
崖
す
る
が
薦
め
に
揮
頭
と
栴
す
る
の
で
あ
る
｡
西
流
す
る
渥
河
の
外
'
南
流
す
る
淳
柁
河
'
東
南
流
す
る
沼
河
'
東
北
洗
す
る
亜
流
河

の
藤
も
亦
'
こ
P
揮
瀕
の
附
近
に
求
め
る
こ
と
が
能
る
.
さ
れ
ば
此
地
の
有
つ
神
聖
性
は
鴨
線

･
開
脚

･
絡
花
三
江
の
牽
漁
す
る
長
白
山

に
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
｡
百
山
の
集
-
'
古
川
の
畿
す
る
揮
瀕
こ
そ
は
'
超
民
が
豪
華
な
る
山
川
の
祭
紀
を
行
ふ
に
適
癒
し
た
地
域
な

の
で
あ
る
｡

託
①

『
左
博
』
昭
公
元
年
及
び
『
史
記
嫌
他
家
』
参
看
｡

⑦
◎

『
史
記
超
せ
家
』
参
看
｡

④

洋
源
出
上
の
遺
物
等
に
関
し
て
は
梅
原
末
治
氏

『
戟
開
式
銅
器
の
研
究
』
参
看
O

⑤

『
水
藤
噴
水
牲
』
(
王
先
謙
合
校
本
奄
十
三

･
四
菓
左
)
参
肴
O
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)


